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田
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本
部
）

JA全農たまごのスイーツショップ
「TAMAGO COCCO（たまごこっこ）」移転し
リニューアルオープン（畜産総合対策部）

ＰＲ動画「みんなで食べよ！ パールライス」
 YouTubeに公開（米穀部）

全農本所職員がスマート農業で講義
（広報・調査部）

ハウスぶどう統一販売がスタート
（山梨県本部）

まんが『お肉のひみつ』の企画・制作に
全面協力（畜産総合対策部）

6月13日の田んぼの生きもの調査研修会
参加者募集（広報・調査部）

「アピネス／アグリインフォ」、「Ｚ－ＧＩＳ」に
新機能追加（耕種総合対策部）

平成30年度ＪＡグループ
農機サービス士に５３人認定（耕種資材部）

全農×フェリシモ 「純農」プロジェクトが
スタート（フードマーケット事業部）

「毎日農業記録賞」の募集開始（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ紀北かわかみ『腕自慢』（和歌山県）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/
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世界ミックスダブルスカーリング　
日本代表選手を「ニッポンの食」で応援！
（広報・調査部）

世界卓球 日本代表選手を
「ニッポンの食」で応援！（広報・調査部）Web

限定

2

3

全国の県本部・経済連からJA支援の取り組み責任者が集結した「JA経営基盤強化に向けた
JA支援説明会」（2面）

佐竹敬久秋田県知事（左から2人目）に飼料
用米活用畜産物ブランド日本一コンテストの
農水大臣賞受賞を報告する秋田県本部の
杉山昌史前県本部長（左）ら（３面）

リニューアルオープンしたJA全農たまご
「TAMAGO COCCO」の新作スイーツ（２面）

ＪＡ経営基盤強化に向け
　　 ＪＡ支援説明会開催（経営企画部）



News!

TAMAGO COCCO新装オープン！
ＪＡ全農たまごのスイーツショップが移転 畜産総合対策部

　
J
A
全
農
た
ま
ご
の
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ「
T
A
M
A
G
O 

C
O
C
C
O
（
た
ま
ご
こ
っ
こ
）」が
、東
京
都
新
宿
区
市
谷
薬
王
寺
町

に
移
転
し
、オ
シ
ャ
レ
な
ス
イ
ー
ツ
シ
ョ
ッ
プ
に
生
ま
れ
変
わ
っ
て
、

4
月
11
日
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
J
A
全
農
た
ま
ご
は
、平
成
28

年
8
月
か
ら
ス
イ
ー
ツ
事
業
を

開
始
し
ま
し
た
。1
号
店
の「
た

ま
ご
C
O
C
C
O 

b
y 

J
A
全

農
た
ま
ご
」は
近
隣
の
お
客
さ
ま

に
ご
愛
顧
い
た
だ
い
た
他
、「
み

の
り
・
み
の
る
食
堂
」や「
い
ち

ご
い
ち
え
」で
も
販
売
し
、好
評

を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、店
舗
・

工
房
が
手
狭
と
な
っ
た
た
め
、移

転
を
計
画
し
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
ほ
ど
、コ
ン
セ
プ
ト
を
さ

ら
に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、た

ま
ご
と
国
産
商
材
の
価
値
を
ス

イ
ー
ツ
を
通
じ
て
お
客
さ
ま
に

提
供
す
る
新
店「
T
A
M
A
G
O 

C
O
C
C
O
」と
し
て
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。ガ
ラ

ス
を
多
用
し
た
店
内
は
、工
房
で

ス
イ
ー
ツ
が
焼
き
上
が
る
様
子

が
う
か
が
え
、お
客
さ
ま
の
五
感

を
刺
激
し
ま
す
。

　
シ
ェ
フ
岩
村
周
平
こ
だ
わ
り

の
新
作
ス
イ
ー
ツ
を
ぜ
ひ
、
お

試
し
く
だ
さ
い
。

オ
シ
ャ
レ
な
ス
イ
ー
ツ
シ
ョッ
プ
に
生
ま
れ
変

わ
っ
た「
T
A
M
A
G
O 

C
O
C
C
O
）」

TAMAGO COCCO 店舗概要

TEL：03-6273-0401
営業時間：11:00～19：00　定休日：水曜日

〒162-0063 
東京都新宿区市谷薬王寺町52-5宮尾ビル１Ｆ

最寄り駅：

※営業時間、定休日は変更する場合があります
ホームページは
こちら都営新宿線曙橋駅　

A3出口  徒歩6分

大江戸線牛込柳町駅　
南東口  徒歩5分

News!

ＪＡ経営基盤強化に向けＪＡ支援説明会開催
広島・岩手・宮城・福島県本部が事例を紹介 経営企画部

　
全
農
は
4
月
23
日
、東
京
都
内
で「
J
A
経
営
基
盤
強
化
に
向
け
た

J
A
支
援
説
明
会
」を
開
き
ま
し
た
。

　
全
農
の
役
員
、
県
本
部
副
本

部
長
、経
済
連
の
担
当
部
長
、取

り
組
み
関
係
者
1
2
0
人
が
全

国
か
ら
出
席
し
ま
し
た
。

　
説
明
会
で
は
、
経
営
企
画
部

か
ら
J
A
支
援
の
取
り
組
み
の

基
本
的
な
考
え
方
を
説
明
し
た

他
、
広
島
・
岩
手
・
宮
城
・
福

島
の
各
県
本
部
が
J
A
支
援
の

事
例
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
内
容
と
し
て
は
、

主
体
的
に
取
り
組
む
重
点
J
A

と
県
本
部
・
経
済
連
が
、
地
域

の
実
態
・
組
合
員
の
声
・
ニ
ー

ズ
に
基
づ
い
た「
県
域
独
自
メ

ニ
ュ
ー
」の
P
D
C
A
サ
イ
ク

ル
を
構
築
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
い
ま
す
。J
A
の

事
業
拡
大
と
収
益
力
向
上
、
運

営
コ
ス
ト
の
抑
制
に
向
け
、
業

務
の
進
め
方
や
事
業
運
営
方
式

の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
会
・
信
用
系
統

に
よ
る
J
A
の
事
業
分
析
が
全

国
で
予
定
さ
れ
て
お
り
、全
国
・

県
域
で
連
携
を
進
め
ま
す
。

　

今
後
、J
A
支
援
の
取
り
組

み
を
全
農
ウ
ィ
ー
ク
リ
ー
で
定

期
的
に
報
告
し
て
い
き
ま
す
。

全国の県本部・経済連からJA支援の取り組み責任者
が集結した「JA経営基盤強化に向けたJA支援説明会」

あいさつで全農のJA支援の取り組みについて説明
する神出元一理事長
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News!

News!

飼料用米活用畜産物ブランド日本一コンテストで農水大臣賞

ＰＲ動画「みんなで食べよ！ パールライス」 YouTubeに公開

秋田県小坂町のポークランドグループが県知事に受賞報告

若い世代向け お米が大好きな女の子が歌って踊るポップな動画

秋田県本部

米穀部

　
一
般
社
団
法
人
日
本
養
豚
協
会
が
開
い
た「
第
2
回
飼
料
用
米
活
用

畜
産
物
ブ
ラ
ン
ド
日
本
一
コ
ン
テ
ス
ト
」で
、ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ

（
秋
田
県
小
坂
町
）の「
日
本
の
こ
め
豚
」「
米
っ
こ
桃
豚
」が
最
高
賞
の

農
林
水
産
大
臣
賞
を
受
賞
し
、3
月
18
日
に
佐
竹
敬
久
秋
田
県
知
事
に

受
賞
を
報
告
し
ま
し
た
。

　
全
農
は
、J
A
グ
ル
ー
プ
の
精
米
ブ
ラ
ン
ド「
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
」の
認

知
度
向
上
の
た
め
、P
R
動
画『
み
ん
な
で
食
べ
よ
!
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
』

を
制
作
し
、こ
の
ほ
ど
Y
o
u
T
u
b
e
に
公
開
し
ま
し
た
。

　
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
は
、

餌
に
地
元
産
の
飼
料
用
米
を
配

合
し
た
豚
の
生
産
を
し
て
お
り

「
日
本
の
こ
め
豚
」「
米
っ
こ
桃

豚
」の
ブ
ラ
ン
ド
名
で
首
都
圏
や

県
内
に
年
間
約
14
万
㌧
を
出
荷

し
て
い
ま
す
。
飼
養
す
る
す
べ

て
の
豚
に
離
乳
後
か
ら
約
10
%
、

肥
育
後
期
に
は
30
%
の
飼
料
用

米
を
与
え
、
年
間
使
用
量
は
約

　
「
パ
ー
ル
ラ
イ
ス
」は
全
農
が

保
有
し
て
い
る
商
標
で
、「
安
心
」

「
安
全
」「
新
鮮
」「
良
食
味
」を
基

本
理
念
と
す
る
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

の
精
米
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
、
多

く
の
消
費
者
に
愛
さ
れ
て
き
ま

し
た
。

　
そ
し
て
こ
れ
か
ら
先
も「
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
」が
愛
さ
れ
続
け
ら
れ

る
よ
う
に
、
特
に
子
ど
も
と
子

1
万
㌧
で
す
。県
内
の
休
耕
田
活

用
な
ど
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る

取
り
組
み
が
高
く
評
価
さ
れ
ま

し
た
。

　

使
用
し
て
い
る
飼
料
用
米

は
、
秋
田
県
本
部
が
全
量
集
荷

し
、J
A
全
農
北
日
本
く
み
あ

い
飼
料
㈱
が
加
工
製
造
し
て
い

ま
す
。

　
ポ
ー
ク
ラ
ン
ド
グ
ル
ー
プ
の

豊
下
勝
彦
代
表
は「
今
後

も
出
荷
頭
数
を
増
や
し
て

い
け
る
仕
組
み
を
作
っ
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
れ
に
伴
い
、
米
の

利
用
や
自
給
飼
料
の
活

用
、耕
作
放
棄
地
を
開
墾

す
る
な
ど
の
取
り
組
み
に

も
っ
と
つ
な
が
っ
て
い
け

ば
い
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　
佐
竹
県
知
事
は「
こ
の

受
賞
を
励
み
に
い
い
豚
を

育
て
て
く
だ
さ
い
」と
激

励
し
ま
し
た
。

ど
も
を
持
つ
親
世
代
に「
パ
ー

ル
ラ
イ
ス
」を
知
っ
て
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
今
回
動
画

を
制
作
し
ま
し
た
。

　
動
画
は
、
お
米
が
大
好
き
な

女
の
子
が
歌
っ
て
踊
る
楽
し
く

ポ
ッ
プ
な
動
画
に
仕
上
げ
ま
し

た
の
で
、皆
さ
ま
、ぜ
ひ
一
度
ご

視
聴
く
だ
さ
い
。

農水大臣賞受賞報告で左から秋田県本部の杉山昌史前
県本部長、佐竹秋田県知事、ポークランドグループの豊下代
表、ＪＡ全農北日本くみあい飼料㈱の守江寛社長

YouTubeの動画は
こちらから
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News!

News!

全農本所職員がスマート農業で講義

ハウスぶどう統一販売がスタート

山形県農協青年組織協議会が幹部研修会

県内主産地JAと連携し有利販売・生産者手取り向上目指す

広報・調査部

山梨県本部

　
山
形
県
農
協
青
年
組
織
協
議
会
が
3
月
28
日
、山
形
県
山
形
市
で
開

い
た
幹
部
研
修
会
で
全
農
本
所
の
職
員
が
、最
先
端
の
技
術
を
活
用
し

た
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い
て
講
師
を
務
め
ま
し
た
。県
内
の
J
A
青
年

部
員
ら
約
50
人
が
参
加
。ド
ロ
ー
ン（
小
型
無
人
飛
行
機
）の
実
物
も
使

う
な
ど
し
な
が
ら
の
研
修
に
、参
加
者
か
ら
は
経
営
の
効
率
化
に
役
立

て
よ
う
と
、高
い
関
心
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
山
梨
県
本
部
が
県
内
主
産
地
J
A
と
連
携
し
て
運
営
す
る
ハ
ウ
ス
ぶ

ど
う
統
一
販
売
が
4
月
17
日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
は
、
2
月
の

J
A
全
国
青
年
大
会
に
合
わ
せ

て
全
農
の
長
澤
豊
会
長
を
表
敬

訪
問
し
た
山
形
県
農
協
青
年
組

織
協
議
会
役
員
が
、
ス
マ
ー
ト

農
業
に
つ
い
て
学
び
た
い
と
の

要
望
を
伝
え
た
こ
と
が
き
っ
か

　
一
昨
年
か
ら
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う

統
一
販
売
は
、従
来
品
種
の「
デ

ラ
ウ
ェ
ア
」「
キ
ン
グ
デ
ラ
ウ
ェ

ア
」に
加
え
、「
巨
峰
」や「
ピ
オ
ー

ネ
」な
ど
の
大
房
ぶ
ど
う
も
加

わ
り
、
販
売
窓
口
の
一
本
化
に

よ
り
、
さ
ら
な
る
有
利
販
売
・

生
産
者
手
取
り
向
上
を
目
指
し

ま
す
。

け
と
な
り
、
本
所
職
員
4
人
が

研
修
会
の
講
師
を
務
め
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　
耕
種
総
合
対
策
部
は
営
農
管

理
シ
ス
テ
ム「
Z
―
G
I
S
」と
、

ナ
イ
ル
ワ
ー
ク
ス
社
が
開
発
す

る
、
ド
ロ
ー
ン
を
自
動
飛
行
さ

せ
て
農
薬
散
布
す
る
技
術

な
ど
を
紹
介
。畜
産
生
産

部
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

な
ど
で
牛
の
個
体
情
報

を
把
握
で
き
る
フ
ァ
ー

ム
ノ
ー
ト
や
モ
バ
イ
ル

牛ぎ
ゅ
う
お
ん
け
い

温
恵
に
つ
い
て
、生
産

資
材
部
は
大
型
ト
ラ
ク

タ
ー
の
共
同
購
入
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。

　
青
年
部
員
か
ら
は
、ド

ロ
ー
ン
に
よ
る
農
薬
散
布

で
大
幅
な
省
力
化
が
図
ら

れ
る
こ
と
へ
の
期
待
の
声

が
上
が
り
ま
し
た
。

　
今
年
の
県
本
部
に
よ
る
ハ
ウ

ス
ぶ
ど
う
統
一
販
売
は
、
6
月

10
日
出
荷
分
ま
で
の
予
定
で
実

施
し
ま
す
。

　
初
日
は
J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨

マ
ン
モ
ス
共
選
所
で
出
発
式
が

開
か
れ
、J
A
フ
ル
ー
ツ
山
梨

の
中
澤
昭
組
合
長
、J
A
ハ
ウ

ス
ぶ
ど
う
部
会
委
員
会
、J
A

本
所
部
課
長
・
担
当
者
、

行
政
、
早
期
輸
送
組
合

な
ど
多
く
の
関
係
者
が

参
集
し
ま
し
た
。

　
梶
原
一
明
県
本
部
長

は「
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
統

一
販
売
が
、
成せ
い

功こ
う

裡り

に

終
わ
り
ま
す
こ
と
を
関

係
者
の
皆
さ
ま
方
の
ご

協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し

ま
し
た
。

　
当
日
運
び
込
ま
れ
た

ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
は
、
山

梨
県
青
果
物
検
査
協
会

の
検
査
を
受
け
た
後
、

首
都
圏
・
関
西
地
域
に

向
け
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

ド
ロ
ー
ン
を
前
に
全
農
本
所
職
員
か
ら
ス
マ
ー
ト

農
業
に
つ
い
て
学
ぶ
青
年
部
員
ら

ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
統
一
販
売
に
向
け
検
査
中
の
ぶ
ど
う

を
見
守
る
中
澤
組
合
長（
手
前
右
）と
梶
原
県
本

部
長（
手
前
右
か
ら
2
人
目
）
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News!

6 月 13 日に田んぼの生きもの調査研修会
JAグループ関係の参加者募集 広報・調査部

　
全
農
は
、6
月
13
日
に
埼
玉
県
杉
戸
町
で
開
く
田
ん
ぼ
の
生
き
も
の

調
査
研
修
会
の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。平
成
23
年
か
ら
始
ま
っ

た
研
修
会
に
は
、毎
年
多
く
の
J
A
グ
ル
ー
プ
関
係
者
が
参
加
し
、各

地
域
で
の「
生
き
も
の
調
査
」の
普
及
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ま
の

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
全
農
は
平
成
18（
2
0
0
6
）

年
度
か
ら
、「
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
」を
環
境
S
R
（
社
会

的
責
任
）活
動
の
柱
と
位
置
付
け

取
り
組
ん
で
お
り
、
昨
年
度
の

参
加
人
数
は
延
べ
4
2
0
0
人

を
超
え
る
ま
で
拡
大
し
て
き
ま

し
た
。

　
こ
の
活
動
は
、消
費
者
が
、日

本
の
お
米
を
食
べ
続

け
る
こ
と
の
大
切
さ

を
理
解
す
る
こ
と
、水

田
が
果
た
す
多
面
的

機
能（
生
物
多
様
性
）

を
国
土
保
全
や
生
き

も
の
と
の
共
生
の
観

点
か
ら
学
ぶ
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
田
ん
ぼ
の
生
き
も

の
調
査
」を
食
農
教
育

「
あ
ぐ
り
ス
ク
ー
ル
」

に
採
り
入
れ
る
J
A

も
多
く
な
っ
て
お
り
、

「
農
」や「
田
ん
ぼ
」が

そ
の
地
域
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
こ
と
を
、
楽
し
く
学
べ
る
活

動
と
し
て
高
く
評
価
さ
れ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
国
連
が
定
め
た
持
続

可
能
な
開
発
目
標
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

（Sustainable Developm
ent 

Goals

）の
一
つ
の
手
法
と
し
て

も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

募集人員

対 象

日 時
参 加 費
場 所

講 師

協 力
締め切り
申し込み
問い合わせ

40人（申し込み多数の場合は抽選）
ＪＡ職員、県連職員、関連会社社員、
全農グループ職員
6月13日（木）9時30分～15時30分
無料
杉戸町立高野農村センター（埼玉県杉戸町）
谷川 徹氏（農と生きもの研究所）、
嶺田 拓也氏（農業・食品産業技術総合研究機構）、
高橋 朝美氏（一社 環境パートナーシップ会議）
埼玉県杉戸町、JA埼玉みずほ
6月7日（金）
㈱全農ビジネスサポート　広告企画部（担当：中川）
TEL：03-3296-8676　E-mail：tanbo@z-bs.co.jp

募集要項

News!

まんが『お肉のひみつ』の企画・制作に全面協力
全国の小学校や公立図書館に 2 万 5500 部寄贈 畜産総合対策部

　
全
農
は
、「
学
研 

ま
ん
が
で
よ
く
わ
か
る
シ
リ
ー
ズ
」の
最
新
刊『
お

肉
の
ひ
み
つ
』の
企
画
・
制
作
に
全
面
協
力
し
、３
月
18
日
に
発
刊
さ

れ
ま
し
た
。同
書
は
、３
月
下
旬
か
ら
4
月
に
か
け
て
、日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

全
国
協
議
会
の
推
薦
図
書
と
し
て
、全
国
の
小
学
校
や
公
立
図
書
館
に

２
万
５
５
０
０
部
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
学
研 
ま
ん
が
で
よ
く
わ
か

る
シ
リ
ー
ズ
」は
、ま
ん
が
形
式

の
学
習
教
材
と
し
て
40
年
以
上

に
わ
た
っ
て
人
気
を
集
め
る
小

学
生
向
け
の
書
籍
で
す
。全
農
が

制
作
に
協
力
し
た「
お
肉
の
ひ

み
つ
」で
は
、小
学
5
年
生

の
3
人
が
、
肉
用
牛
の
繁

殖
農
家
、家
畜
市
場
、肥
育

農
家
、食
肉
加
工
場
、小
売

店
な
ど
へ
の
訪
問
を
通
じ

て
、
お
肉
が
食
卓
に
並
ぶ

ま
で
に
は
、
た
く
さ
ん
の

人
の
働
き
と
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
る
こ
と
を
学
ぶ

内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

全
農
は
、
子
ど
も
た
ち

の
農
業
や
食
料
に
関
す
る

理
解
を
促
進
し
、
食
育
に

貢
献
し
て
い
き
ま
す
。

全
農
が
企
画
・
制
作
に
全
面
協
力
し
た

『
お
肉
の
ひ
み
つ
』

※ 本書は非売品で書店では入手
できませんが、ウェブサイト「学
研キッズネット」上で公開されて
います。（スマートフォンからは
閲覧アプリが必要です。）
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　耕種総合対策部は、ＪＡグ

ループ向け会員制営農情報

サービス「アピネス／アグリイ

ンフォ」と生産者・ＪＡ向けの

営農管理システム「Ｚ－ＧＩＳ」

に新機能を追加しました。

【耕種総合対策部】

「アピネス/アグリインフォ」、
「Ｚ－ＧＩＳ」に新機能追加
営農管理や営農指導などに活用を

アピネス、Ｚ－ＧＩＳの新しい機能をぜひ営農指導などにご活用ください。

アピネス／アグリインフォ  気象情報のメール送信機能などを追加
アラート条件の設置とメール送信のイメージ　アピネスの気象情報コンテ

ンツにアラートメールを送信する
機能を追加しました。事前に設
定した条件に合致する気象予
報が発生した時に、指定した
メールアドレスへ「お知らせメー
ル」を送信します。気温、降水
量、風速、降雪量、霜、積算温
度の６要素について、ユーザー
が自由に条件設定できます。さ
らに、指定した都道府県の病害
虫発生予察情報が発表された
際にメールを受信する設定も可
能です。
　また、会員でなくても利用で
きるログイン前のトップページに
営農情報の掲載を始めまし
た。研修会・講習会、会議、マ
ニュアルなどの資料や動画を

　Ｚ－ＧＩＳはインターネット上の電子地図とMicrosoft 
Excelのワークシートを結び付けた地理情報システム
です。
　今回のバージョンアップでは、アピネス／アグリイン
フォで利用している１kmメッシュ気象情報の一部をＺ
－ＧＩＳでも利用できるように改良しました。Ｚ－ＧＩＳの
地図の中心で気象ボタンをクリックすると、その地点
の気象情報が表示され、気温、降水量、天気予報、
任意の期間の積算気温や、積算気温に達する日の
予想などがグラフ表示されます。

掲載することにより、幅広く全
農の取り組みを発信します。今
後徐々に情報を増やしていき
ます。

活用例：１～３月の気温の推移 活用例：積算温度1,000℃
到達日の推定

入会、ダウンロードはこちらから

入会、閲覧は
こちらから

Ｚ－ＧＩＳ  1kmメッシュ気象情報の利用を開始
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　全農は平成30年度のＪＡグループ農業機械検定を行い、1級5人、2級48人の合格者を
新たにＪＡグループ農機サービス士として認定しました。【耕種資材部】

　JAグループ農業機械検定は、経験年数に応じた農機担当者
のスキルアップが目的です。実際の修理・整備に必要な知識・
技能や、メーカー固有の機構・新技術、納品・安全指導など、
より業務に密着した内容を取り入れて実施しています。
　平成30年度は1級46人、2級106人が受検し、学科試験と
実技試験の両方で合格基準に達した1級5人（合格率11％）、2
級48人（合格率45％）をＪＡグループ農機サービス士として認定し
ました。平成23年度から実施しているＪＡグループ農業機械検定
は、平成30年度の合格者を含め累計で1級47人、2級250人、
合計297人の農機担当者が、全国の農機センターの第一線で
活躍しています。
　この検定により、ＪＡグループ農機担当者の一層の知識習得と
技術の研鑽を促し、組合員との信頼がより一層強化するものと期
待しています。平成31年度のＪＡグループ農業機械検定は、6月
公示、11月学科試験の予定です。

平成30年度

技術力向上で組合員との信頼強化へ
ＪＡグループ農機サービス士　　    を認定53人

けんさん

平成30年度「JAグループ農機サービス士」認定者
氏名等級 都府県名

坂野　裕樹
石塚　崇
土屋　圭輔
岩﨑　篤嗣
堀元　伸二
石川　翔太
安藤　匠悟
千田　祐太
菊地　志信
三浦　智史
菊地　敦志
齋藤　知之
菅野　優樹
岡山　泰士
海老原　孝幸
岡本　和貴
山﨑　大夢
中村　智重
大坂　一貴
東郷　健一
加藤　幸蔵
山田　啓介
山本　喜良一
小泉　直人
原　知嗣
松山　将之
小島　和也
今西　宏樹
山田　智大
河合　義久
天野　裕司
荒川　裕史
大西　祐輔
小森　優也
伴　拓樹
大橋　直樹
今井　博康
星野　和範
末次　恭大
井上　智生
中廣　晃
森田　哲也
成富　洋輔
黒田　卓児
西岡　宏治朗
中島　敬之
上原　佑太
濱邊　寿
松﨑　真也
西　研精
図師　功太郎
日吉　保博
平島　彰喜

山形
千葉
新潟
鹿児島
鹿児島
岩手
岩手
岩手
岩手
岩手
宮城
山形
福島
栃木
栃木
栃木
埼玉
千葉
千葉
千葉
東京
新潟
富山
富山
富山
岐阜
岐阜
岐阜
岐阜
静岡
静岡
三重
三重
滋賀
滋賀
滋賀
京都
島根
島根
広島
広島
広島
佐賀
佐賀
佐賀
佐賀
長崎
長崎
熊本
熊本
宮崎
本所
本所

JA山形おきたま
JA八千代市
JA佐渡
JA鹿児島県経済連
JA鹿児島県経済連
㈱JAグリーンサービス花巻
㈱JAグリーンサービス花巻
㈱JA岩手ふるさと農機サービス
㈱JA岩手ふるさと農機サービス
全農岩手県本部
JAみやぎ亘理
JA庄内みどり
㈱JAふくしま未来サービス
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農栃木県本部
全農埼玉県本部
JAとうかつ中央
JA成田市
JA成田市
JA東京あおば
JA越後さんとう
JAいなば
JAいなば
あおば興産㈱
JAめぐみの
全農岐阜県本部
全農岐阜県本部
全農岐阜県本部
JA静岡経済連
JA御殿場
JA鈴鹿
JA鈴鹿
全農滋賀県本部
全農滋賀県本部
全農滋賀県本部
全農京都府本部
JAしまね
JAしまね
JA広島中央
JA広島中央
JA広島中央
JAさが
JAさが
JAさが
JAさが
JAながさき県央
JAながさき県央
JA菊池
JAたまな
JA宮崎経済連
全農本所
全農本所

所属

1級

2級

2級コンバイン
電装の試験

2級トラクターの
試験

2級田植機の
試験

　耕種総合対策部は、ＪＡグ

ループ向け会員制営農情報

サービス「アピネス／アグリイ

ンフォ」と生産者・ＪＡ向けの

営農管理システム「Ｚ－ＧＩＳ」

に新機能を追加しました。

【耕種総合対策部】

「アピネス/アグリインフォ」、
「Ｚ－ＧＩＳ」に新機能追加
営農管理や営農指導などに活用を

アピネス、Ｚ－ＧＩＳの新しい機能をぜひ営農指導などにご活用ください。

アピネス／アグリインフォ  気象情報のメール送信機能などを追加
アラート条件の設置とメール送信のイメージ　アピネスの気象情報コンテ

ンツにアラートメールを送信する
機能を追加しました。事前に設
定した条件に合致する気象予
報が発生した時に、指定した
メールアドレスへ「お知らせメー
ル」を送信します。気温、降水
量、風速、降雪量、霜、積算温
度の６要素について、ユーザー
が自由に条件設定できます。さ
らに、指定した都道府県の病害
虫発生予察情報が発表された
際にメールを受信する設定も可
能です。
　また、会員でなくても利用で
きるログイン前のトップページに
営農情報の掲載を始めまし
た。研修会・講習会、会議、マ
ニュアルなどの資料や動画を

　Ｚ－ＧＩＳはインターネット上の電子地図とMicrosoft 
Excelのワークシートを結び付けた地理情報システム
です。
　今回のバージョンアップでは、アピネス／アグリイン
フォで利用している１kmメッシュ気象情報の一部をＺ
－ＧＩＳでも利用できるように改良しました。Ｚ－ＧＩＳの
地図の中心で気象ボタンをクリックすると、その地点
の気象情報が表示され、気温、降水量、天気予報、
任意の期間の積算気温や、積算気温に達する日の
予想などがグラフ表示されます。

掲載することにより、幅広く全
農の取り組みを発信します。今
後徐々に情報を増やしていき
ます。

活用例：１～３月の気温の推移 活用例：積算温度1,000℃
到達日の推定

入会、ダウンロードはこちらから

入会、閲覧は
こちらから

Ｚ－ＧＩＳ  1kmメッシュ気象情報の利用を開始
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発行／全国農業協同組合連合会　2019年（平成31年）4月29日発行（毎週月曜日発行）
第3279号　編集・発行人／広報・調査部　落合成年　
〒100̶6832 東京都千代田区大手町1丁目3番１号ＪＡビル  ＴＥＬ03（6271）8055

※本誌を通じていただいた注文などで取得した個人情報は、商品等の発送にのみ使用します。

ＪＡ全農のインターネット
ショッピングモール

　年間通じてさまざまな農作物が味わえる和歌山県。山間
ではたくさんの農作物が栽培されていますが、春の収穫物
トップバッターとしてでてくるのが実山椒です。
　お料理のアクセントとして、さまざまな料理に利用されます。
　特にこの朝倉山椒は、紀州の豊かな自然の中で育っていま
すので、皆さんにとても良い香りを楽しんでいただけます。
　また最近ではジャパニーズペッパーとして海外でも人気で
す。あく抜きをし、密閉式の保存袋などで小分けして、冷凍保
存すれば便利に使用できます。この機会に紀州の実山椒を
ぜひ堪能ください。

採りたて 実さんしょ（５００ｇ）……
3100円

ＪＡ紀北かわかみ『腕自慢』（和歌山県）

JAタウンは
こちらから

　食品産業で使用される輸入原材料の比率は高水準に
ある中、国産農畜産物の消費拡大に取り組む全農と、しあ
わせ社会創造を理念とするフェリシモの思いが一致し、本プ
ロジェクトを始めることになりました。
　「純農」プロジェクトでは、主原料は国産という基準を設
け、熊本県産大麦・玄米使用のグラノーラや、愛媛県産か
んきつ類のドライフルーツ、山梨県産ブドウのワインなど、全農
とフェリシモが共同で開発・選定した商品だけを販売します。
　また、カタログやウェブサイトで、商品の背景にある生産者
や産地の思いを伝える記事やコンテンツも発信していきます。

「純農」プロジェクトのカタログ

「純農」プロジェクトのウェブサイトはこちら

プロジェクトが
スタート

全農 フェリシモ

　全農は、通販業界大手・株式会社フェリシモと共同で「純農」プロジェクトを立ち上げ、４月２２日、同社でのＪＡ
グループ商品の販売がスタートしました。　　　　　　　　　　　　　　　　　 【フードマーケット事業部】

み さんしょう

JA全農提供FM番組（TOKYO FM／JFN38局）
毎週土曜日9：30～9：50（放送曜日・時間はFM局で異なります）
生産者の熱い思いをお届け！

「毎日農業記録賞」の募集開始
　「第47回毎日農業記録賞」（主催：毎日新聞社、全農が協賛）の募集が、4月20日に始
まりました（9月4日まで）。「一般部門」と「高校生部門」があり、「農」や「食」「環境」への思
い、体験、提言をつづった作品を募集しています。　　　　　　　　　　【広報・調査部】

「毎日農業記録賞」の募集開始 詳しくはこちら
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JA全農たまごのスイーツショップ
「TAMAGO COCCO（たまごこっこ）」移転し
リニューアルオープン（畜産総合対策部）

ＰＲ動画「みんなで食べよ！ パールライス」
 YouTubeに公開（米穀部）

全農本所職員がスマート農業で講義
（広報・調査部）

ハウスぶどう統一販売がスタート
（山梨県本部）

まんが『お肉のひみつ』の企画・制作に
全面協力（畜産総合対策部）

6月13日の田んぼの生きもの調査研修会
参加者募集（広報・調査部）

「アピネス／アグリインフォ」、「Ｚ－ＧＩＳ」に
新機能追加（耕種総合対策部）

平成30年度ＪＡグループ
農機サービス士に５３人認定（耕種資材部）

全農×フェリシモ 「純農」プロジェクトが
スタート（フードマーケット事業部）

「毎日農業記録賞」の募集開始（広報・調査部）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ紀北かわかみ『腕自慢』（和歌山県）

3面

Web版JA全農ウィークリーは
こちらから

https://www.zennoh-weekly.jp/

2
面

4

5

6

8

7

世界ミックスダブルスカーリング　
日本代表選手を「ニッポンの食」で応援！
（広報・調査部）

世界卓球 日本代表選手を
「ニッポンの食」で応援！（広報・調査部）Web

限定

2

3

全国の県本部・経済連からJA支援の取り組み責任者が集結した「JA経営基盤強化に向けた
JA支援説明会」（2面）

佐竹敬久秋田県知事（左から2人目）に飼料
用米活用畜産物ブランド日本一コンテストの
農水大臣賞受賞を報告する秋田県本部の
杉山昌史前県本部長（左）ら（３面）

リニューアルオープンしたJA全農たまご
「TAMAGO COCCO」の新作スイーツ（２面）

ＪＡ経営基盤強化に向け
　　 ＪＡ支援説明会開催（経営企画部）
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